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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器
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○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～
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● 消防用機器等の販売

お
う
ち
時
間

　
家
族
で
点
検

　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末

二
〇
二
一
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

●
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
！

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！ 

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

　

な
い
！

・
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
！

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ

　

ラ
グ
は
抜
く
。 

※
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機

　

器
を
使
用
す
る
。

●
早
く
知
る
！
気
づ
く
！

※
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

　

器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す

　

る
。

●
燃
え
広
が
ら
せ
な
い
！

※
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整
理
整
頓

　

し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を

　

使
用
す
る
。

●
火
災
の
初
期
の
段
階
で
消
火
す
る
！

※
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し

　

て
お
く
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

　
し
、
備
え
て
お
く
。

●
危
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
素
早
く
避
難
す
る
！

●
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

　

の
防
火
対
策
を
行
う
。 

令
和
３
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

愛
媛
県
消
防
学
校
に
て
第
60
回
初
任
教
育
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
65
名
の
訓
練
生
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
歩
む
消
防
人
生
は
、
過
去
に
経
験
の

な
い
過
酷
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
、
地

域
に
あ
る
消
防
団
と
と
も
に
安
全
の
要
で
あ
る
と
い
う
気
概

を
持
ち
、
迅
速
果
敢
、
冷
静
沈
着
、
そ
し
て
何
よ
り
自
ら
の

命
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
晴
の
思
い
と
共
に
災
害
現
場
に
赴
く
皆
さ
ん
の
未

来
が
、
輝
か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ

ま
す
。 令

和
３
年
度
第
60
回
初
任
教
育
卒
業
式

日
時
：
令
和
３
年
９
月
22
日
（
水
）

場
所
：
愛
媛
県
消
防
学
校

令
和
４
年 
市
町
出
初(

観
閲)

式
予
定

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 
ポ
イ
ン
ト 

上段：晴天
下段：雨天

（公財）愛媛県消防協会

日　　付 曜日 市・町 時間 場　　所

10：00 砥部町陶街道ゆとり公園

10：00 砥部町陶街道ゆとり公園　体育館

10：00 松前公園多目的広場

10：00 松前公園体育館

10：00 伊予小学校　グラウンド

10：00 伊予小学校　体育館

9：00 伊予三島運動公園多目的グラウンド

10：00 伊予三島運動公園体育館メインアリーナ

9：45
松山市民会館　中ホール、松山市堀之内　城山公園
※一般観閲は10：45～

9：45
松山市民会館　中ホール
※消防関係者のみ

10：00 南レク城辺公園多目的広場

10：30 愛南町御荘文化センター

10：00 　 弓削小学校グラウンド

10：00 　 弓削町民体育館

9：00 鬼北総合公園グラウンド

9：00 鬼北総合公園体育館

9：00 西予市宇和運動公園多目的広場

10：00 西予市宇和文化会館

9：30 森の国ドーム

9：30 森の国ドーム

10：00 久万高原町産業文化会館 ※状況により変更の可能性あり

10：00 久万高原町産業文化会館 ※状況により変更の可能性あり

9：30 内子町運動公園総合グラウンド

10：30 内子町五十崎自治センター共生館ホール

9：00 市総合体育館駐車場

雨天中止

9：00 山根市民グラウンド

10：30 新居浜市民文化センター　大ホール

9：30 東温市総合公園　多目的広場

9：30 東温市ツインドーム重信　アリーナ

9：30 大洲市若宮　五郎大橋上流河川敷グラウンド

10：30 大洲市民会館

9：00 今治市営補助グラウンド

10：00 今治市公会堂

10：00 八幡浜市文化会館ゆめみかんホール

10：00 八幡浜市文化会館ゆめみかんホール

9：00 西条市加茂川河川敷多目的広場

10：00 西条市総合文化会館大ホール

10：00 伊方町中央公民館

10：00 伊方町中央公民館

1月23日

1月30日

2月20日

3月6日

3月13日

3月20日

19 日 西条市

日 大洲市

今治市

1月16日 日 伊予市

日

2月13日

16

7 日 上島町

6 日 愛南町

10 日

17 日

20 日 伊方町

11 日 久万高原町

12

15 日 東温市

9 2月6日 日 西予市

日 宇和島市

松野町

令和4年出初式日程表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2

1 1月8日 土

8 鬼北町

3

砥部町

4 日 四国中央市

1月9日 日 松前町

5 日 松山市

13 2月27日

日 内子町

14 日 新居浜市

18 日 八幡浜市

2021/10/13現在
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松
前
町
は
、
石
鎚
山
系
に
端
を
発
し
た
一
級
河
川
重
信
川
を
境
に
し
て
県
都
松
山
市
に
隣

接
し
、
道
後
平
野
の
西
南
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
西
は
伊
予
灘
に
面
し
、
南
は
伊
予
市
を

へ
だ
て
四
国
山
脈
が
望
め
、
年
間
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
愛

媛
県
で
は
唯
一
山
間
部
が
な
い
町
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
30
年
３
月
に
旧
松
前
町
、
北
伊
予

村
、
岡
田
村
の
１
町
２
村
が
合
併
し
て
新
生
「
松
前
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

人
口
３
万
人
余
、
占
有
面
積
20
・
41
㎢
と
比
較
的
小
さ
な
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
豊
富
な
水

と
肥
沃
な
土
地
を
生
か
し
た
農
業
を
は
じ
め
、
工
業
、
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
豪
雨
災
害
は
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
台
風
、
梅
雨
時
期
な
ど
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
た
際
に
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
う
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
前
町
に

は
、
一
級
河
川
重
信
川
の
他
に
二
級
河
川
が
６
本
あ
り
、
う
ち
２
本
の
河
川
が
河
口
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豪
雨
、
長
雨
と
満
潮
の
条
件
が
重
な
っ
た
際
、
浸
水
被
害
が
発

生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
災
害
の
少
な
い
町
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
29
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
に
よ
り
、
重
信
川
が
戦
後
最
高
水
位
を
記
録
し
た
た

め
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
、
広
範
囲
な
浸
水
が
発
生
し
、
床
上

浸
水
45
戸
、
床
下
浸
水
１
５
７
戸
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
数
の
道
路
が
冠
水

し
、
水
防
活
動
中
の
車
両
が
２
台
水
没
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
松
前
町
消
防
団
と
し
て
は
、
平
成
30
年
以
降
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
が
合

同
で
お
こ
な
っ
て
い
る
、
水
防
工
法
訓
練
に
松
山
国
道
河
川
事
務
所
よ
り
、
複
数
名
の
防
災

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
頂
き
、
水
防
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
従
来
行
っ
て
き
た
ポ
ン
プ
操
法

の
訓
練
や
様
々
な
消
防
団
活
動
な
ど
自
粛
を
強
い
ら
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策

を
取
っ
た
上
で
、
女
性
消
防
団
員
の
火
災
予
防
広
報
や
消
防
井
戸
の
総
点
検
を
行
い
現
場
活

動
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
世
帯
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調
査
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
設
置
率
１
０
０
％
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
内
の
各
市
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
消
防
団
所
管
課
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
各
市

町
小
中
学
校
・
各
消
防
団
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
た
作
品
（
防
火
ポ
ス
タ
ー
は
44
名
の
小

中
学
生
、
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
は
18
名
の
中
学
生
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
消
防
協
会
で
の
選
考
を
行
っ
た
結
果

防
火
ポ
ス
タ
ー
図
案

　

四
国
中
央
市
立
土
居
小
学
校　

石
川
七
菜
さ
ん

　

西
条
市
立
西
条
小
学
校　

髙
橋
美
琴
さ
ん

こ
の
２
作
品
を
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
の
中
か
ら
54
作
品
で
第
一
次
審
査
が
行
わ
れ
、
と
も
に
第
二

次
審
査
に
す
す
み
、
入
選
（
佳
作
）
い
た
し
ま
し
た
♪

第
21
回
全
国
中
学
生
「
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
」

　

今
治
市
立
北
郷
中
学
校　

越
智
晃
希
さ
ん
「
父
は
消
防
団
」

　

西
予
市
立
明
浜
中
学
校　

大
塚
悠
雅
さ
ん
「
消
防
団
と
僕
」

の
２
点
を
推
薦
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
文
の
中
か
ら
47
点
で
第
一
次
審
査
が
行
わ
れ
、
第
二
次
審
査
に

て
、
今
治
市
北
郷
中
学
校　

越
智
章
希
さ
ん
の
作
品
が
入
選
（
佳
作
）
い
た
し
ま
し
た
！

支
部
だ
よ
り

松
前
町
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て

松
前
町
消
防
団

　
　
　
　

副
団
長

大お
お
か
わ川　

　

誠
ま
こ
と

　

最
後
に
松
前
町
消
防

団
は
、
消
防
団
長
を
始

め
と
す
る
総
員
３
０
２

名
で
町
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
か

ら
保
護
す
る
と
と
も

に
、
松
前
町
民
が
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
災
害
に
対
応
で
き

る
消
防
団
組
織
と
し
て

日
夜
活
動
し
て
い
ま

す
。

令
和
３
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
図
案

第
21
回
全
国
中
学
生

　
　
　
　

「
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
」

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
主
催

　

当
協
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
「
県
民
に
対
す
る
火

災
予
防
思
想
の
普
及
」
の
一
環
と
致
し
ま
し
て
、
令

和
３
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
、
11

月
９
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
月
）
に
、
エ
ミ
フ
ル

M
A

SA
K

I

２
階
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
横
に
て
応
募
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

中
予
に
い
ら
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
♪

【
お
知
ら
せ
】

　

僕
の
父
は
地
域
の
消
防
団
に
入
っ
て
い
る
。
平
日
は
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
休
日
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
講
習
を
受
け
た
り
、
夜
に
ホ
ー
ス
の
点
検
や
放
水
訓
練
を
し
た
り
し
て
い
る
。
火
災
が
あ

れ
ば
、
夜
中
で
あ
っ
て
も
現
場
に
行
き
、
消
火
活
動
を
行
う
。
僕
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
に

あ
っ
た
大
規
模
な
山
火
事
の
時
は
、
丸
一
日
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
仕
事
を
し
て
い
て

疲
れ
て
い
る
の
に
、
地
域
の
た
め
に
働
い
て
い
る
父
を
す
ご
い
と
思
う
し
、
あ
こ
が
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
父
が
地
域
の
祭
り
に
消
防
団
と
し
て
参
加
し
た
り
、
街
灯
の
電
球
の

交
換
に
出
か
け
た
り
し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
は
消
防
団
の
仕
事
な
の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議

に
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

消
防
団
の
仕
事
と
は
、
な
ん
な
の
だ
ろ
う
。
消
防
士
は
、
そ
れ
自
体
が
仕
事
な
の
で
、
火
災

な
ど
が
起
こ
れ
ば
、
す
ぐ
に
出
動
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
消
防

団
員
は
、
平
日
の
日
中
に
火
災
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
仕
事
を
中
断
し
、
現
場
に
駆
け
付
け
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
消
防
団
は
必
要
な
の
か
。
僕
は
、
父
に
質
問
し
て
み
た
。
す
る

と
、
父
は
丁
寧
に
消
防
団
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
。
街
灯
の
電
気
は
、
夜
中
に
避

難
す
る
時
に
必
要
な
も
の
だ
。
祭
り
は
、
地
域
の
人
と
交
流
を
深
め
る
大
切
な
場
所
だ
。
地
域

の
人
を
知
る
こ
と
で
、
も
し
も
の
時
に
連
絡
を
と
っ
た
り
、
適
切
な
手
当
て
を
し
た
り
も
で
き

る
。
ま
た
、
消
火
栓
の
上
に
車
を
止
め
ら
れ
る
と
困
る
の
で
、
年
に
一
度
は
地
域
中
の
消
火
栓

を
、
目
立
つ
よ
う
に
塗
装
し
て
直
し
て
い
る
と
い
う
。
台
風
の
時
、
呼
び
出
し
が
あ
れ
ば
、
消

防
車
で
見
回
り
を
す
る
し
、
警
報
が
出
れ
ば
、
解
除
さ
れ
る
ま
で
待
機
し
て
い
る
。
地
域
の
人

間
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
危
険
は
場
所
が
あ
る
の
だ
。
父
の
話
を
聞
い
て
、
消
防
団
と
は
関
係
が

な
い
よ
う
に
思
え
る
こ
と
も
、
い
ざ
と
い
う
時
、
よ
り
細
か
な
対
応
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
だ
と
気
が
付
い
た
。

　

大
き
な
災
害
の
時
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、
消
防
団
の
方
た
ち
が
生
存
者
を
探
し
た
り
、
瓦
礫
や
泥

を
撤
去
し
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
消
防
団
の
方
た
ち
も
、
自
分
の
家
族
の
そ

ば
に
居
た
い
に
違
い
な
い
の
に
、
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
本
当
に

頭
が
下
が
る
。
僕
た
ち
の
地
域
で
も
、
今
後
三
十
年
以
内
に
、
高
い
確
率
で
大
地
震
が
起
き
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
大
地
震
が
、
自
分

の
身
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
怖
く
な
る
。
自
然
災
害
は
、
誰
に
も
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
僕
の
家
で
は
、
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、
避
難
経
路
を
決
め
た
り
、
年
に
一
回
、
非
常
食

の
消
費
期
限
を
確
認
し
た
り
、
離
れ
て
被
災
し
た
時
の
集
合
場
所
を
決
め
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
僕
自
身
は
、
父
の
代
わ
り
に
土
の
う
を
積
ん
だ
り
、
母
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
弟
を
守
っ
た

り
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
も
し
も
の
時
に
、
消
防
団
員
で
あ
る
父

が
、
安
心
し
て
仕
事
に
迎
え
る
よ
う
に
。
全
力
で
役
目
を
果
た
せ
る
よ
う
に
。
僕
は
、
僕
の
で

き
る
こ
と
で
消
防
団
員
の
父
を
助
け
た
い
。

四国中央市立土居小学校

　　　　　石川　七菜
西条市立西条小学校

　　　　　高橋　美琴

【防火ポスター図案】

第
21
回
全
国
中
学
生
「
防
火
防
災
に
関
す
る
作
文
」

父
は
消
防
団
員
～
父
の
役
目
と
僕
の
役
目

今
治
市
立
北
郷
中
学
校　

２
年　

越
智　

晃
希

 たくさんの
　 ご応募
 ありがとう
ございました!
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私
た
ち
の
住
む
四
国
中
央
市
は
愛
媛
県
の
東
端
に
位
置
し
、
海
、
山
、
川
の
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
の
ま
ん
な
か
と
い
う
地
理
的
特
性
を
生
か
し
た
産
業
物
流
の
拠
点
と
な
っ

て
お
り
、
主
に
製
紙
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
四
国
中
央
市
消
防
団
本
部
に
は
９
名
の
女
性
消
防
団
員
が
所
属
し
て
お
り
、
私
た
ち
が

活
動
を
開
始
し
て
今
年
で
７
年
目
と
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
市
民
の
皆
さ

ん
や
他
市
の
女
性
団
員
の
方
々
と
の
交
流
の
場
が
少
な
く
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
知
識
や
技
術
を
向
上
で
き
る
期
間
と
前
向
き
に
捉
え
、
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
救
命
講
習
や
消
火
器
取
扱
い
指
導
要
領
の
確
認
、
避
難
所
運
営
マ

女
性
消
防
団
だ
よ
り

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

　

大
洲
市
で
は
自
治
会
単
位
で
、
33
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
、
平
常
時
に
お
い
て
は
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
地
域

内
の
安
全
や
設
備
の
点
検
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

は
、
災
害
情
報
の
収
集
や
住
民
の
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
が
効
果
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
計
画
を

立
て
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
『
地
区
防
災
計
画
』
で
す
。
地
区
防
災
計

画
に
は
、
自
主
防
災
組
織
の
編
成
や
任
務
分
担
、
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
の
方
法

や
実
施
時
期
、
防
災
訓
練
の
実
施
計
画
な
ど
、
防
災
に
関
す
る
種
々
様
々
な
内
容
を

盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
作
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
33
地
区
の
う
ち
25
地
区
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の
８
地
区
も
作
成

に
向
け
活
動
中
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
防
災
対
策
に
終
わ
り
な
し
』
と
あ
る
よ

う
に
、
地
区
防
災
計
画
も
作
成
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

激
甚
化
す
る
災
害
に
対
し
、
自
分
た
ち
の
防
災
対
策
を
常
に
更
新
し
て
い
く
継
続
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
三
善
地
区
が
内
閣
府
の
『
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
』
作
成

事
業
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
洲
市
で
は
災
害
・
避

難
カ
ー
ド
作
成
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
』
と
は
、
避
難
所

ま
で
の
経
路
や
近
く
の
気
に
か
け
る
人
、
災
害
情
報
の
入
手
先
、
自
分
の
情
報
（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
緊
急
連
絡
先
）
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
の

目
立
つ
場
所
に
貼
っ
て
お
く
Ａ
３
版
サ
イ
ズ
や
持
ち
運
び
が
簡
単
な
名
刺
サ
イ
ズ
の

も
の
が
あ
り
、
用
途
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
住
民
自
身
に
よ
る

適
時
適
切
な
避
難
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
の
三
善
地
区
で

は
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
『
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
』
を
活
用

し
、
早
め
の
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
犠
牲
者
を
一
人
も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
『
地
区
防
災
計
画
』
と
『
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
』
に
つ
い
て
説
明
し
て

き
ま
し
た
が
、
両
方
と
も
作
成
す
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
作
成
す
る
過
程
に
お
い
て
地
域
で
災
害
リ
ス
ク
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
共
通
の
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。
い
ざ
災
害
が
近
づ
い
た

時
に
自
分
、
家
族
、
地
域
の
人
々
を
守
る
た
め
、
各
自
が
ど
う
い
う
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
最
大
の
目
的
は
達
成
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
共
通
の
危
機
意
識
を
よ
り
大
切
に
し
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て大

洲
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

當と
う
か
わ川　

幅ふ
く
み
つ光

四
国
中
央
市
消
防
団

　
　
　
　

団
本
部　

部
長

久く

門も
ん　

美み

き

こ
紀
子

災
害
時
に
備
え
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
活
動
に
し
た
い

会
長

ニ
ュ
ア
ル
の
勉
強
会
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
各
方
面
隊
本
部
の
年
末
夜
警

に
参
加
さ
せ
て
貰
い
、
無
線
の
や
り
取
り
な

ど
の
指
導
を
受
け
、
男
性
団
員
と
の
意
見
交

換
も
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
も
し
も
・
・
・
に
備
え
る
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
形
と
し
て
残
す
活

動
が
出
来
た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
自
信
に

も
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
団
員
の
活
動
に
は
男
性

幹
部
や
団
員
、
行
政
職
員
の
協
力
な
し
で
は

実
現
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
時
に
備
え

て
、
消
防
団
だ
け
で
な
く
、
各
種
防
災
団
体

と
の
横
の
繋
が
り
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

地
元
を
守
り
た
い
気
持
ち
は
皆
同
じ
。
個
々

の
強
み
が
よ
り
大
き
な
力
に
変
え
れ
る
も
の

と
信
じ
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
活
動
に

活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
部
長
と
し
て
何
が
で
き
て
い
る

の
か
と
自
問
自
答
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
が
、
団
員
が
無
理
な
く
楽
し
く
活
動
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
、
自
主
性
を
尊
重
し
て
活

発
に
発
言
が
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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愛
媛
県
内
14
市
町
72
名
の
女
性
消
防
団
員
さ
ん
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
愛
媛
県
委
託
事
業
「
女
性
消
防
団
員
確
保
対
策

事
業
」
で
、
県
内
の
女
性
消
防
団
員
さ
ん
の
現
状
把
握
・
課
題
の
洗
い
出
し
、
問
題
意
識
の
共

有
、
情
報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、
女
性
消
防
団
員
の
拡
充
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
多
く
要
望
の
上
が
っ
て
い
た
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
、
先
生
と
７
市
町
は
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
参
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
を
は
じ
め
、
参
加
者
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

研
修
会
講
師
は
、
長
谷
川
祐
子
先
生
。
一
般
社
団
法
人
リ
ス
ク
ウ
ォ
ッ
チ
代
表
で
、
も
と
在

日
米
海
軍
地
域
統
合
消
防
隊
予
防
課
課
長
。
日
本
消
防
協
会
専
門
委
員
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

講
義
の
テ
ー
マ
は
「Keep It Up!

～
１
歩
踏

み
出
す
団
活
動
」
先
生
の
知
識
、
体
験
談
を
踏

ま
え
た
「
女
性
消
防
団
員
と
し
て
災
害
へ
の
準

備
と
戦
い
と
復
興
の
実
践
手
法
」
を
お
話
い
た

だ
き
、
２
時
間
を
超
え
る
講
義
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
充
実
感
で
、
参
加

者
の
女
性
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
各
市
町
職
員
も
、
自
分
自
身
の
活
動
や

市
町
の
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
後
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
分
自
身
、
消
防
団
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活

動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

知
識
と
実
践
の
豊
富
さ
か
ら
く
る
充
実
し
た

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
も
っ
と
知
識
を
深
め
た
い
。

　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
リ
ス
ク
ウ
ォ
ッ
チ
の
改

善
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
良
く
し
て

広
め
て
い
き
た
い
。

　

現
実
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

女
性
の
力
が
役
立
つ
場
が
多
く
、
必
要
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
火
災
教
育
は
、
女
性
消
防
団
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
大
き
な
サ
ポ
ー

ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

無
垢
と
無
知
は
違
う
。
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
く
こ
と
、
子
ど
も
へ
の
教
育
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
だ
た
き
ま
し
た
。

　

身
を
守
る
術
を
現
実
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

「
制
服
を
着
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
け
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
が
、
私
た
ち
が
前
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
後
の
各
市
町
の
防
災
・
普
及

活
動
や
、
女
性
消
防
団
の
仲
間
が
増
え
て
い
く
方
向
性
を
導
き
出
す
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
研
修
会

日
時
：
令
和
３
年
８
月
１
日
（
日
）
10
：
30
～
13
：
30

場
所
：
ピ
ュ
ア
フ
ル
松
山
６
Ｆ
鳳
凰
の
間

愛
媛
県
委
託
事
業
「
女
性
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
」

『Zoom』を使ってオンライン会議をしませんか？
当協会では令和 2 年度より、「Zoom」を使った役員会や研修会を実施しています。
協会の会員であるみなさまも感染対策や移動時間短縮を目的として、Zoom を活用したミーティングを開きませんか？
申込者へホスト権限を一時的に渡します。協会職員抜きでミーティングが可能です。また、土日や夜の時間帯に使うことも可能です。
ミーティング IDやパスコードは毎回発行しますので、他者がサインインすることはありません。
[基本的な利用方法]
① 市町消防団・消防本部（局）担当者が、協会へ利用申請。
② 協会から、可否・ミーティング ID・パスコード・ホストキーをお知らせ。
③ 接続先へミーティング ID とパスコードをお知らせ。

[Zoomでできること ]
▶最大 100 端末まで参加可能　　▶録画 OK（ローカル・クラウド）
　クラウドレコーディングした場合は、速やかにダウンロードして、容量を空け
てください。
▶資料や画面の共有　　▶ホワイトボードの利用など

ウェブ会議用音響支援機器（ヤマハ製　YVC-1000：専用スピーカー 1・マイク 2）
やビデオカメラ（Panasonic　HC-V480MS）＆ USB 接続器（USBCVHDVC1）
の貸出も可能です。
協会までお問い合わせください。

☆講習会の様子☆

 

 

 

 

 

 

市町消防団 

消防本部（局）
協会 

①申込 

②お知らせ 

団・消防関係者 

病院など 

③お知らせ・Zoom 実施！ 


